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Abstract
　Confronting the spread of consumers ’ anxiety on the food safety, many of the farm producers have tried to recover the 
credibility by providing the credibility information of their produces. Does the information change the consumers’ buying 
behavior, and promote the sales of the agricultural produces ? Through the sales experiment in a farmers market in Ibaraki 
prefecture, the relation between the sales data of agricultural produces and its credibility information was investigated. The 
analysis found no significant differences in the sales data depending on the presence or absence of the credibility information, 
with one exception: the sales data was increased when it had been sold with information concerning the reduction of agro-
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本研究においては，POP の有無による PI 値（Pur- 
chase Index ）の変化を消費者の購買行動の変化として















1 日ずつ交互に設定した．20 日間の間に，POP を付
けて販売する日と POP を付けずに販売する日はそれ
ぞれ 10 日ずつになる．この期間中の各日の PI 値を算
出し，POP を付けて販売する 10 日間の PI 値郡と POP 
を付けないで販売する 10 日間の PI 値郡に統計的に差
があるのかを検証する．
統計処理を行うサンプルデータの数は POP を付け







協力頂いた．この直売所は 1 日あたり 160～ 200 人の
来客数があり，農産物直売所としては中堅的な規模で
ある．しかし，農業生産が盛んな地域に立地している




















実験は 2 回に分けて行った．第 1 回実験は 2006 年
11 月 20 日（月）から平日のみ 20 日間，第 2 回実験
は 2007 年 1 月 16 日（月）から平日のみ 20 日間実施
した．第 1 回実験においては 8 商品を対象に，第 2 回
実験においては 9 品目を対象に調査を行った．これら
の商品の内，毎日出荷が行われたのは，第 1 回では 2












なお，生産者 A のニンジンと生産者 B のコマツナは
1 回目と 2 回目の両方の実験期間で毎日出荷があった




した日（POP 有り）の PI 値合計と POP を付けずに 
販売した日（POP 無し）の PI 値合計をそれぞれ図 2
に示す．各商品の POP 有無の PI 値合計を見比べた
ところ，POP 有りの PI 値合計が POP 無しの PI 値合
計を上回る商品は 9 商品中 4 商品であった．また，
図 1 に示した各商品についてウィルコクソンの順位
和検定を行った結果を表 2 に示す．POP 有りの PI 値

















た．今回の 2 回の実験において唯一 POP の有無によっ







































図２　POP の有無による PI 値の違い
生産者 A のニンジンと生産者 B のコマツナは
第 1 回，第 2 回それぞれの実験で毎日出荷が
あったため，両実験の販売データを分析対象
























































有 10 136.5 13.650 2.345
73.5 －2.34514 0.0190
無 10 73.5 7.350 －2.345
B コマツナ（1）
有 10 125 12.500 1.475
85 －1.47517 0.1402
無 10 85 8.500 －1.475
A ニンジン（2）
有 10 101 10.100 －0.265
109 0.26467 0.7913
無 10 109 10.900 0.265
B コマツナ（2）
有 10 86 8.600 －1.398
124 1.39847 0.1620
無 10 124 12.400 1.398
C トマト
有 10 107 10.700 0.113
103 －0.11339 0.9097
無 10 103 10.300 －0.113
D ネギ
有 10 119.5 11.950 1.059
90.5 －1.05870 0.2897
無 10 90.5 9.050 －1.059
E ネギ
有 10 105 10.500 0.000
105 0.00000 1.0000
無 10 105 10.500 0.000
F ダイコン
有 10 107.5 10.750 0.151
102.5 －0.15124 0.8798
無 10 102.5 10.250 －0.151
G ホウレンソウ
有 10 98 9.800 －0.502
112 0.50223 0.6155
無 10 112 11.200 0.502
表２ 　各商品の販売データに対するウィルコクスンの順位和検定の結果
111
いう条件を揃えた上で，品目横断的に安心情報が消費
者の購買行動を促すのかを調査していきたい．
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